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単元の位置付け








　本単元「憲法の意義」は，民主主義と立憲主義の考えを理解するとともに，これ


らをもとに憲法が成り立っていること，そして，日本国憲法も同じ考え方に立って


制定されたものであることを学習する。本単元は，この後に続く「政治単元」の学習


の基盤となるものであり，民主主義と立憲主義の考えが，基本的人権の尊重，国会，内閣，裁判所などの学習の基礎となっていることを意識しながら，学習を進めていく必要がある。したがって，本単元は，学習指導要領の大項目「（３）私たちと政治」の中項目「（ア）人間の尊重と日本国憲法の基本的原則」の最初に位置付けた。





①日本国憲法の基本的な考え方や政治の仕組みに対する関心を高め，それを意欲的


に追究させる。


②民主主義と立憲主義という現代の民主政治の基本概念を，身近で具体的な例をもとに


考えさせ，基本的人権の尊重と民主政治の仕組みを主な内容としている憲法の意義を理解させる。


③日本国憲法が近代に制定された憲法と同じ考え方に立っていることを，主要な条文や「章立て」から理解させる。


④資料などをもとにしながら，自分の考えを持ち，論理的に意見を述べ，討論し，合意を形成することができる能力を育成する。





単元の目標








第１時　国の政治の在り方は誰が決めるべきか


第２時　みんなで決めるべきこと，みんなで決めてはならないこと


第３時　憲法とは何か


第４時　日本国憲法の意義は何か


※地域，学校及び生徒の実態等に応じ，第２時から第４時までの３時間構成で単元を展開することも可能である。





大項目　「（３）私たちと政治」


中項目　「ア 人間の尊重と日本国憲法の基本的原則」





単元の構成
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「憲法の意義」の概要


ア　第１時　「国の政治の在り方は誰が決めるべきか」


　第１時の授業では，「国の政治の在り方は誰が決めるべきか」というテーマのもと，国の政治の在り方を決定する主体は誰か，ということについて，事例を取りあげて考察する。


実際の授業の流れは次のようになる。　


①身近な生活から，政治に関係しているものを取りあげる。


②「ある特定の人」だけが，政治の在り方を決めた場合の問題点を考える。


③問題が起こらないようにするためにはどうすればよいかを考える。


④政治の在り方を「みんなで決めること」が民主主義の基本であること，そして，国民に国の政治の在り方を決める力があることを国民主権ということを学ぶ。





イ　第２時　「みんなで決めるべきこと，みんなで決めてはならないこと」


　第２時の授業では，クラスが集団として決定を行う事例を取りあげ，「みんなで決めるべきこと」と「みんなで決めてはならないこと」とは何かを考え，国の政治においてはこの考えをどのように適用すればよいかを追究する。


①みんなで何かを決定しなければならないとき，どのような方法があるかを考える。


②多数決という決定方法を取りあげ，クラス内で，多数決で決めてよいことと，決めてはいけないことにはどのようなものがあるかを，事例をもとに考える。


③国の政治において，「みんなで決めるべきこと」と「みんなで決めてはならないこと」について考え，個人の尊厳を否定するもの，少数の特定の集団が不当に不利益を被ることなどは，多数決によって決めてはならないことを学ぶ。





ウ　第３時　「憲法とは何か」


　第３時の授業では，資料をもとに，憲法は「みんなで決めるべきこと，みんなで決めてはならないこと」


に関することと，「みんなで決める仕組み」に関することを定めたものであることについて学習する。


①生徒各自が，「憲法とは何を定めたものか」について考え，記述する。


②グループごとに，「フランス人権宣言」を読み，「第１条」から，人は自由・権利を平等に持っていること，「第３条」から，国民に主権があること，そして，「第16条」から憲法は権利の保障と権力の分立を定めたものであることを確認する。


③グループごとに，「フランス人権宣言」の「第16条」の内容と関連させながら，「憲法」とは，「みんなで決めるべきこと，みんなで決めてはならないこと」（基本的人権の尊重）と「みんなで決める仕組み」（政治の仕組み）とを定めたものであることを確認する。


④グループごとに，モンテスキューの『法の精神』の資料から，民主的な統治機構には三権分立の考えが不可欠であることを理解する。


⑤憲法が，国民主権に基づく民主主義の考え方と立憲主義の考え方によって成り立っていることを理解する。





エ　第４時　「日本国憲法の意義は何か」


　第４時の授業では，日本国憲法が近代に成立した憲法と同様に，民主主義と立憲主義の考え方に立ち，国民主権や基本的人権の尊重，そして，三権分立を含む民主政治の仕組みを定めていることを学習する。


①日本国憲法の条文の資料をもとに，日本国憲法が国民主権（前文，第１章 第１条），基本的人権の尊重（第３章 第11条）とともに，基本的人権の尊重の基盤となる平和主義（第２章 第９条）を掲げていることを確認する。


②日本国憲法の「章立て（第四章～第八章）」から，日本国憲法が基本的人権の尊重を守るための政治の仕組みを定めていること，そして，「第十章 最高法規」から，憲法尊重擁護義務が，国務大臣や国会議員，裁判官その他の公務員に課せられていること（第99条）を理解する。


③日本国憲法が近代に成立した憲法と同様に，民主主義と立憲主義の考え方に立ち，国民主権や基本的人権の尊重，そして，三権分立を含む民主政治の仕組みを定めていることを学ぶ。








単元の指導計画
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